
河崎小学校  

～一人一人が輝き、楽しく、温かい学校～ 

1. 教育目標 
「一人一人が輝き、楽しく、温かい学校」 

〇たくましく、活力にあふれる子の育成（心・体） 

〇めあてを持ち、共に学ぶ子の育成（知） 

〇心豊かで、思いやりのある子の育成（徳） 

 

2. 福祉教育の目標 

体験活動を重視し、単なる知識・理解にとどまらない、生きて働く福祉の心を育て、主体的に福祉活動が

できる児童の育成に努める。 

 

3. 実践 

① ユニセフ募金 

 ユニセフ募金を行い、本校では 1720 円を贈ることができた。世界には十分な食べ物が手に入らない子

どもたち、病気で苦しむ子どもたち、学校に行けない子どもたちがいることを知り、同じ地球に生きる仲間

として、みんなで力を合わせることの大切さを学ぶことができた。 

 

② 緑の募金 

 環境委員会が中心となり、「緑の羽募金でつながろう河崎」というスローガンを掲げ、募金を行った。ポ

スターの作成、校内放送を行い、活動への理解と協力を呼びかけた。活動期間中は、毎朝児童玄関前に立ち、 

募金箱をもって募金への協力を呼びかけた。 

 

③ 赤い羽根共同募金 

 福祉・美化委員会が中心となり、赤い羽根共同募金を行った。ポスターの作成、校内放送を行い、活動へ

の理解と協力を呼びかけた。活動期間中は、毎朝児童玄関前に立ち、募金箱をもって募金への協力を呼びか

けた。 

 

④ 苗植え 

環境委員会が花の苗植えを行った。緑あふれる河崎小学校を目指し、様々な種類の花の苗を植えた。見た

人の気持ちが明るくなるように、配置を工夫しながらみんなで協力して苗植えができた。 



 

⑤ 敬老の手紙 

 地域のおじいさん、おばあさんに敬老の手紙を書き、贈呈した。 

健康を願い、日頃の感謝と敬意を伝えることができた。また、子 

どもたちは自分の好きなことやがんばりたいことも手紙に書き、 

地域の方との交流をはかることができた。福祉・美化委員会の児 

童が贈呈式に参加し、民政委員会の方に手紙をお渡しした。 

 

⑥ ふれあいタイム 

 月に１回、金曜日の昼休憩に 1～6年生の縦割り班で遊ぶ、ふれあいタイムを行っている。6年生が外遊

びや中遊びの内容を計画し、リーダーシップを発揮して活動に取り組んでいる。活動後は振り返りを行い、

次回の計画をたてている。異学年交流を通して、思いやりの気持ちや協力する態度を育むことができている。 

  

⑦ 朝読ボランティア 

 月に１回、月曜日の朝読書の時間に、各クラスに一人ずつ地域のボランティアの方に読み聞かせをしに来

ていただいている。学年に応じた本を読んでいただき、子どもたちは地域の方との交流をはかりながら、読

書に親しむことができている。 

 

⑧ 河崎校区大運動会 

 本校では、学校と地域と共同で運動会を開催している。自分たちの競技だけでなく、地域の方の競技も応

援する児童の姿がみられる。児童の頑張っている姿や成長した姿を地域の方に見ていただくことで、児童理

解になっている。学校と地域とで連携して取り組むことで、地域一体となって子どもたちを育んでいくとい

う教育体制の構築に繋がっている。 

 

   

  

 


